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歩
行
ト
ラ
ク
タ
ー
双
用
犂
の
開
発

メ
リ
ー
テ
ィ
ラ
ー
の
普
及
と

松
山
犂

　

終
戦
後
、
極
度
の
食
糧
不
足
も

懸
命
の
増
産
・
米
国
の
支
援
に
よ

り
何
と
か
乗
り
き
り
、
朝
鮮
戦
争

の
特
需
も
あ
っ
て
日
本
経
済
も
よ

う
や
く
上
昇
に
向
か
い
、
農
村
の

労
働
力
が
他
産
業
に
流
失
し
始
め

た
昭
和
二
八
年
、「
農
業
機
械
化
促

進
法
」
が
公
布
さ
れ
、
農
業
の
機

械
化
・
近
代
化
に
拍
車
が
か
か
っ

た
。
こ
の
年
、
足
踏
脱
穀
機
「
ミ

ノ
ル
式
親
玉
号
」
ブ
ラ
ン
ド
で
名

を
馳
せ
て
い
た
細
王
舎
が
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
小
形
歩
行
ト
ラ
ク
タ
ー

「
メ
リ
ー
テ
ィ
ラ
ー
」
の
輸
入
を
始

め
、
普
及
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の

メ
リ
ー
テ
ィ
ラ
ー
は
、
車
軸
の
駆

動
力
を
利
用
し
て
除
草
作
業
な
ど

を
行
う
機
械
で
、
二・
二
Ｐ
Ｓ
の

ブ
リ
グ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た

小
形
二
輪
ト
ラ
ク
タ
ー
で
、
当
初

は
畑
地
に
導
入
さ
れ
活
躍
し
た
。

　

細
王
舎
は
こ
の
状
況
と
成
果
を

見
て
、
田
畑
の
耕
起
や
作
物
の
中

耕
除
草
な
ど
用
途
拡
大
を
考
え
、

本
機
の
生
産
・
販
売
に
踏
み
切
っ

た
。

　

田
畑
の
耕
起
作
業
は
、
日
本
で

発
達
し
た
「
和
犂
」
が
最
適
で
あ

る
こ
と
に
着
目
、
そ
の
開
発
に
取

り
組
ん
だ
。
当
時
、
全
国
に
数
多

く
あ
っ
た
犂
メ
ー
カ
ー
は
、
畜
力

用
「
二
段
耕
犂
」
や
「
畑
用
犂
」

の
研
究
開
発
に
全
力
投
球
を
し
て

い
た
時
代
で
あ
っ
た
し
、
堅
調
な

需
要
に
支
え
ら
れ
販
売
面
で
も
好

調
に
推
移
し
て
い
た
こ
と
と
、
一

方
で
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

た
「
自
動
耕
う
ん
機
」
と
比
較
し

た
と
き
、
メ
リ
ー
テ
ィ
ラ
ー
の
車

格
が
余
り
に
も
軽
量
小
型
で
、
と

て
も
ま
と
も

4

4

4

に
田
畑
の
耕
起
作
業

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

見
方
が
強
く
、
犂
メ
ー
カ
ー
の
関

心
は
極
め
て
低
か
っ
た
。
現
に
、

話
を
持
ち
か
け
た
犂
メ
ー
カ
ー
は

そ
の
開
発
に
躊
躇
し
た
が
、
そ
の

後
の
メ
リ
ー
テ
ィ
ラ
ー
の
動
き
と

将
来
を
洞
察
し
た
篤
社
長
は
、
細

王
舎
に
メ
リ
ー
テ
ィ
ラ
ー
用
犂
の

開
発
を
申
し
入
れ
、
早
速
開
発
に

着
手
。
翌
二
九
年
に
は
商
品
化
、

生
産
・
販
売
を
開
始
し
た
。
そ
の

結
果
は
大
方
の
予
想
を
遙
か
に
超

え
る
大
反
響
で
、
正
に
破
竹
の
勢

い
で
普
及
し
た
。

　

こ
の
状
況
か
ら
、
二
〜
三
年
の

間
に
当
時
の
農
機
メ
ー
カ
ー
は
、

大
手
・
中
小
を
問
わ
ず
殆
ど
が
メ

リ
ー
テ
ィ
ラ
ー
を
モ
デ
ル
に
し
た

歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
生
産
販
売

を
始
め
、
大
競
争
時
代
に
突
入
し

た
。
最
盛
期
に
は
一
〇
〇
に
及
ぶ

メ
ー
カ
ー
数
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
犂
メ
ー
カ
ー
も
各
社
こ

ぞ
っ
て
歩
行
ト
ラ
ク
タ
ー
用
犂
の

開
発
・
生
産
販
売
を
始
め
、
歩

行
ト
ラ
ク
タ
ー
本
機
の
進
化
と
相

俟
っ
て
二
段
耕
犂
や
湿
田
用
・
畑

用
犂
な
ど
、
次
々
と
新
し
い
犂

を
開
発
投
入
し
て
需
要
を
喚
起
し

た
。

　

三
〇
〜
四
〇
年
代
前
半
は
、
ま

さ
に
歩
行
ト
ラ
ク
タ
ー
ブ
ー
ム
で

四
二
年
度
に
は
三
〇
〇
万
台
を
超

え
る
普
及
を
み
た
の
で
あ
る
。
明

治
の
後
期
に
原
造
翁
が
畜
力
用
双

用
犂
、
し
か
も
今
日
双
用
犂
の
基

本
三
型
で
あ
る
「
水
平
軸
」「
傾
斜

軸
」「
転
床
型
」
の
発
明
を
成
し
遂

げ
、
そ
の
子
篤
翁
が
歩
行
ト
ラ
ク

タ
ー
用
双
用
犂
を
全
国
の
犂
メ
ー

カ
ー
に
先
駆
け
て
完
成
し
、
父
子

二
代
に
わ
た
っ
て
の
輝
か
し
い
偉

業
は
、
後
世
永
く
讃
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
松
山
の
誇
り
で
あ
る
。

　

特
に
二
段
耕
犂
な
ど
畜
力
犂
の

需
要
上
昇
期
に
あ
っ
て
、
先
の
見

え
な
い
テ
ィ
ラ
ー
用
犂
の
開
発
に

敢
然
と
挑
ん
だ
篤
翁
の
英
断
、
パ

イ
オ
ニ
ア
精
神
に
は
深
い
感
銘
を

覚
え
る
も
の
で
、
松
山
に
か
か
わ

る
者
と
し
て
決
し
て
失
っ
て
は
な

ら
な
い
先
駆
者
魂
だ
と
思
う
。

テ
ィ
ラ
ー
用
双
用
犂

開
発
の
苦
心

　

歩
行
ト
ラ
ク
タ
ー
用
双
用
犂
の

完
成
は
、
正
に
日
本
農
業
の
機
械

化
・
近
代
化
の
先
導
役
を
果
た
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
犂
の

開
発
・
商
品
化
に
は
並
々
な
ら
ぬ

苦
心
が
あ
っ
た
。

　

テ
ィ
ラ
ー
に
よ
っ
て
の
犂
耕
作

業
は
、
必
ず
片
側
の
車
輪
を
前
行

程
の
犂
溝
に
落
と
し
、
反
対
側
の

車
輪
は
未
耕
地
側
を
走
ら
せ
、
犂

溝
側
の
車
輪
を
耕
壁
に
当
て
作
業

す
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
ト
ラ
ク

タ
ー
は
既
耕
地
側
（
耕
土
の
反
転

放
擲
側
）
に
傾
斜
し
て
走
行
す
る
。

こ
の
時
、
犂
の
耕
起
巾
（
か
か
り

巾
）
を
適
切
に
保
持
す
る
た
め
に

は
、
輪
距
（
ト
レ
ッ
ド
）
を
狭
く

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
狭
く
す
る

と
傾
斜
角
が
大
き
く
な
っ
て
走
行

が
不
安
定
に
な
っ
た
り
、
転
倒
し

て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
安
定
的
に

松
山
記
念
館
理
事

西
尾　

和
実
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走
行
す
る
に
は
一
定
の
輪
距
を
保

有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
す
る
と
犂
巾
が
広
く

な
っ
て
残
耕
に
な
っ
た
り
、
負
荷

が
大
き
く
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
リ
ッ

プ
し
て
望
ま
し
い
犂
耕
が
不
可
能

に
な
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て
も

犂
の
位
置
を
ト
ラ
ク
タ
ー
の
輪
距

に
合
わ
す
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

今
で
は
、
平
行
リ
ン
ク
を
使
っ
て

犂
を
左
（
右
）
に
移
動
し
て
位
置

合
わ
せ
を
す
る
装
置
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
ま
だ

こ
の
よ
う
な
装
置
は
無
く
、
何
と

か
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
態

で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
平
行
リ
ン

ク
装
置
の
発
想
は
後
発
の
マ
メ
ト

ラ
農
機
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
考
え
出
さ
れ
た
の
が

「
傾
斜
軸
転
床
型
」双
用
犂
で
あ
る
。

こ
の
考
案
に
よ
っ
て
、
安
定
的
走

行
が
で
き
る
輪
距
で
あ
っ
て
も
最

適
の
耕
巾
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
、
一
番
の
課
題
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

更
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行

を
容
易
に
す
る
犂
溝
確
保
は
、
耕

土
の
反
転
放
擲
精
度
を
高
め
る
必

要
が
あ
り
、
こ
の
た
め
の
研
究
を

行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
犂
へ
ら
」

の
研
究
で
あ
る
。
望
ま
し
い
耕
巾

の
獲
得
、
最
適
な
犂
溝
確
保
を
得

た
要
領
を
、
１・
２
図
を
参
考
に

説
明
す
る
。　
　

【
最
適
耕
巾
を
得
る
】

　

犂
身
の
下
部
に
取
り
付
け
た
受

筒
の
先
端
を
下
向
き
に
傾
斜
さ
せ
、

こ
の
傾
斜
受
筒
に
前
部
に
犂
へ
ら

を
取
り
付
け
、
犂
床
部
の
上
部
に

回
転
軸
を
回
転
自
在
に
嵌
挿
し
て
、

回
転
軸
線
を
犂
へ
ら
の
下
に
位
置

さ
せ
、
回
転
に
よ
り
犂
床
枠
全
体

を
回
転
さ
せ
る
構
造
で
あ
る
。
こ

り
に
よ
り
犂
へ
ら
を
回
転
す
る
と
、

犂
先
先
端
は
既
耕
地
側
に
大
き
く

偏
位
し
、
け
ん
引
点
は
反
対
側
に

偏
位
す
る
。
実
際
に
犂
耕
作
業
を

す
る
と
犂
先
後
端
は
耕
壁
に
当
た

り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
進
行
方
向
と

平
行
に
進
む
こ
と
か
ら
、
犂
全
体

は
既
耕
地
側
（
耕
土
の
反
転
放
擲

側
）
に
ℓ
分
偏
位
し
て
耕
巾
は
狭

く
な
る
。
ℓ
の
大
小
即
ち
最
適
耕

巾
は
、
回
転
軸
線
（
Ｙ
│
Ｚ
）
と

犂
床
枠
の
底
面
と
な
す
角
θ
を
選

択
的
に
設
計
す
る
こ
と
で
最
適
有

効
な
耕
巾
と
良
好
な
安
定
度
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
耕
土

の
反
転
放
擲
空
間
を
広
く
す
る
こ

と
が
で
き
、
犂
耕
に
際
し
「
練
り

支
え
」（
耕
起
土
壌
が
ビ
ー
ム
に

当
た
っ
て
反
転
放
擲
を
妨
げ
る
現

象
）
を
無
く
す
効
果
が
あ
る
。

【
最
適
な
犂
溝
確
保
を
す
る
】

　

犂
へ
ら
を
ホ
ー
ク
状
に
し
て
、

犂
体
の
左
右
回
転
に
伴
い
、
犂
へ

ら
面
全
体
が
捻
曲
し
、
土
壌
の
反

転
放
擲
を
良
好
に
す
る
と
と
も
に
、

土
壌
の
硬
軟
・
粘
湿
等
に
対
す
る

適
応
性
を
高
め
常
に
安
定
し
た
犂

耕
作
業
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
構

成
は
松
山
独
自
の
卓
越
し
た
技
術

で
、
他
に
な
い
特
徴
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

要
点
は
、
中
央
固
定
へ
ら
に
対

し
て
左
右
の
可
動
犂
へ
ら
群
の
上

部
を
曲
杆
で
緩
く
連
結
し
、
犂
体

回
転
に
よ
り
可
動
犂
へ
ら
群
が
、

中
央
固
定
へ
ら
に
対
し
て
前
後
に

起
伏
（
左
反
転
の
時
、
左
へ
ら
は

後
方
に
。
右
へ
ら

は
、前
方
に
。）
し
、

そ
の
横
断
面
が
階

段
状
に
並
列
さ
れ
、

し
か
も
上
方
に
行

く
に
従
い
漸
次
そ

の
差
を
大
に
し
た

構
成
（
反
転
放
擲

角
を
大
き
く
）。
い

わ
ゆ
る
、「
差
動
へ

ら
」
と
称
す
る
犂

へ
ら
に
お
け
る
松

山
の
基
本
技
術
を

確
立
し
た
。

　

こ
の
技
術
は
、

以
来
今
日
ま
で
畜

力
犂
・
歩
行
ト
ラ

ク
タ
ー
用
犂
・
乗

用
ト
ラ
ク
タ
ー
用

犂
を
問
わ
ず
一
貫
し
て
松
山
犂
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
苦
心
努
力
の
末

発
明
考
案
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
、

犂
と
メ
リ
ー
テ
ィ
ラ
ー
の
コ
ン
ビ

が
完
成
、
一
世
を
風
靡
し
た
の
で

あ
る
。

　

以
後
、
各
社
の
研
究
開
発
に
よ
り

歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
は
進
化
、
犂
も

二
段
耕
・
畑
用
・
湿
田
用
等
と
用
途

に
応
じ
て
次
々
に
開
発
さ
れ
普
及

し
、
四
〇
年
代
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
時

代
に
代
わ
る
ま
で
日
本
農
業
の
機

械
化・近
代
化
の
主
役
と
し
て
活
躍
、

貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
間
、
松
山
は
犂
の
他
に
も

歩
行
ト
ラ
ク
タ
ー
用
「
刃
車
型
ハ

ロ
ー
」・「
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
タ
リ
ー

カ
ル
チ
」
等
の
開
発
、
商
品
化
を

図
り
、
農
業
の
振
興
に
貢
献
し
て

き
た
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
変
化
、
進
展

に
遅
れ
を
取
っ
た
多
く
の
犂
メ
ー

カ
が
、
廃
業
、
倒
産
の
憂
き
目
に

遭
っ
た
の
を
見
た
と
き
改
め
て
時

代
、
環
境
の
変
化
を
洞
察
し
て
、

時
々
に
取
る
べ
き
戦
略
を
明
確
に

し
て
、
打
つ
べ
き
「
手
」
を
キ
チ

ン
と
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
痛

感
す
る
。

犂身

Z回転軸
犂へら

犂床枠受筒

傾斜受筒

回転軸線
Y

犂床

Q

Yけん引点

Q

1図　傾斜軸転床型

固定へら

可動へら

突出棒
曲杆

差動へら

2図
Z



　

松
山
記
念
館
で
は
、
稲
作
農
具

と
し
て
一
般
耕
耘
具
を
は
じ
め
中

耕
除
草
用
具
、
収
穫
・
調
整
用
具

な
ど
も
展
示
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
見
学
者
が
親
し
み
を
も
っ
て

見
て
く
だ
さ
る
の
が
足
踏
み
式
回

転
脱
穀
機
で
あ
る
。

　

松
山
記
念
館
で
所
蔵
す
る
、
長

野
県
内
務
部
の
『
大
正
一
五
年　

改
良
農
具
ニ
関
ス
ル
調
査
』
は
、

大
正
一
四
年
に
お
け
る
脱
穀
機
・

犂
・
製
縄
機
の
普
及
状
況
を
報
告

し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
四
年

五
月
に
帝
国
農
会
が
開
催
し
た
全

国
農
具
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
農

具
を
掲
載
・
解
説
し
た
『
日
本
農

具
図
説
』
や
大
日
本
農
具
協
会
に

よ
る
明
治
四
五
年
発
行
の
『
模
範

農
具
通
覧
』
で
は
、
明
治
末
期
の

優
良
農
具
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
、
足
踏

み
式
回
転
脱
穀
機
の
歴
史
を
ひ
も

と
い
て
み
た
い
。

脱
穀
道
具
の
歴
史

　

脱
穀
は
、
平
安
時
代
ご
ろ
か
ら

扱
箸
（
こ
き
ば
し
）
や
稲
管
（
い

ね
く
だ
）
と
よ
ば
れ
る
、
二
本
の

竹
の
棒
を
節
の
部
分
で
結
わ
え
た

も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
。
結
わ
え

た
部
分
を
下
に
し
て
Ｖ
字
型
に
地

面
に
立
て
た
と
こ
ろ
で
、
二
本
の

棒
の
間
に
稲
穂
を
挟
ん
で
、
左
手

で
二
本
の
棒
の
上
端
を
握
り
な
が

ら
右
手
で
稲
穂
を
引
き
ぬ
き
、
籾

を
扱
き
落
と
す
も
の
で
あ
る
。
江

戸
時
代
に
な
る
と
鉄
製
の
扱
箸
も

使
わ
れ
た
。

　

千
歯
扱
（
せ
ん
ば
こ
き
）
は
、

竹
歯
の
も
の
が
江
戸
時
代
の
天
和

年
間
（
一
六
八
一
〜
一
六
八
三
）

か
ら
麦
の
脱
穀
用
に
用
い
ら

れ
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜

一
七
三
二
）
頃
に
は
一
般
的
な
稲

扱
道
具
と
な
っ
て
い
く
。

　

千
歯
扱
は
、
江
戸
時
代
後
期
に

な
る
と
鉄
製
の
歯
を
つ
け
る
よ
う

に
な
り
、
作
業
の
能
率
は
扱
箸
の

足
踏
み
式
回
転
脱
穀
機
の
歴
史
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四
〜
五
倍
よ
く
な
っ
た
。
扱
箸
に

よ
る
脱
穀
作
業
は
た
い
て
い
女
の

人
の
仕
事
と
さ
れ
、
後
家
の
賃
稼

ぎ
に
も
な
っ
て
い
た
そ
う
な
の
で
、

後
家
の
仕
事
を
奪
っ
た
千
歯
扱

は
「
後
家
倒
し
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、
歯
先
が
下

向
き
に
湾
曲
す
る
扱
歯
を
つ
け
た

も
の
が
考
案
さ
れ
た
り
、
さ
ら
に

明
治
四
一
年
に
は
鳥
取
県
の
長
瀬

熊
蔵
が
扇
状
千
歯
扱
を
考
案
す
る

な
ど
千
歯
扱
も
工
夫
が
重
ね
ら
れ

た
。

　

日
本
に
お
け
る
回
転
式
稲
扱
機

の
開
発
製
造
の
は
じ
め
を
遡
る
と
、

特
許
資
料
か
ら
明
治
一
八
年
に
宮

本
孝
之
助
が
特
許
取
得
し
た
「
稲

麦
扱
機
械
」
に
た
ど
り
着
く
。

　

し
か
し
、
回
転
式
稲
扱
機
の
起

源
に
つ
い
て
二
瓶
貞
一
は
「
も
ち

ろ
ん
欧
米
の
も
の
で
、
明
治
三
〇

年
代
に
日
本
に
渡
来
し
た
」（
昭

和
二
二
年　
『
日
本
の
農
機
具
』）

と
し
て
お
り
、
明
治
四
四
年
に
蒐

集
さ
れ
た
優
良
農
具
を
図
示
・
解

説
す
る
『
日
本
農
具
図
説
』
に

は
回
転
装
置
を
も
つ
脱
粒
機
と
し

て
、
東
京
の
渡
瀬
寅
次
郎
が
扱
う

米
国
製
の
手
回
し
回
転
装
置
を
備

え
た
「
人
力
脱
穀
器
」
と
奈
良
県

磯
城
郡
多
村
の
澤
田
増
吉
が
製
造

す
る
足
踏
式
の
「
回
転
麦
摺
機
」

の
二
点
が
載
っ
て
い
る
。
渡
瀬
の

扱
う
米
国
製
は
、
作
業
台
に
載
せ

た
稲
束
の
穂
先
を
回
転
す
る
扱
歯

で
掻
き
取
っ
て
、
藁
屑
は
風
力
で

吹
き
飛
ば
し
穀
粒

は
下
に
落
と
す
と

い
う
も
の
で
「
や

や
粗
放
な
作
業
に

な
る
が
、
作
業
の

は
か
ど
り
は
良
い
」

と
評
さ
れ
て
い
る
。

一
方
の
澤
田
の
製

品
に
つ
い
て
は
「
よ

く
で
き
て
い
る
が
、

作
業
の
は
か
ど
り

は
予
想
ど
お
り
に

な
ら
な
い
」
と
実

用
的
で
な
い
こ
と

を
暗
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、

宮
本
孝
之
助
の
考

案
に
始
ま
る
日
本

製
回
転
式
稲
扱
機

は
、
な
か
な
か
実
用
化
に
つ
な
が

る
も
の
が
出
現
し
な
か
っ
た
よ
う

だ
。

　

ま
た
、明
治
四
五
年
発
行
の
『
模

範
農
具
通
覧
』
で
は
、
各
県
で
使

用
さ
れ
て
い
る
模
範
的
な
改
良
農

具
を
調
査
し
て
い
る
。「
稲
扱
器
」

を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
み
な

千
歯
扱
の
形
態
を
説
明
し
て
い
る
。

唯
一
、
回
転
装
置
を
備
え
る
も
の

は
、
山
口
県
熊
毛
郡
の
有
馬
末
吉

渡
瀬
寅
次
郎
が
輸
入
し
た
「
人
力
脱
穀
器
」

『
日
本
農
具
図
説
』
よ
り
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の
「
稲
扱
器
械
」
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
〝
最
近
の
発
明
に
係

る
も
の
な
る
を
以
て
未
だ
普
及
せ

ざ
る
も
有
望
な
る
も
の
と
認
め
ら

る
〞
と
評
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
明
治
期
の
特
許
・
実
用

新
案
の
諸
広
報
か
ら
足
踏
み
式
回

転
脱
穀
機
の
開
発
過
程
を
点
検
し

た
近
藤
雅
樹
は
、
有
馬
末
吉
の
考

案
し
た
「
滑
車
式
稲
扱
器
械
」
に

つ
い
て
〈
稲
の
根
元
を
は
さ
む
機

構
〉〈
塵
芥
を
は
ら
う
装
置
〉
な

ど
連
結
し
た
い
く
つ
か
の
歯
車
を

経
る
、
仕
掛
け
が
多
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
「
複
雑
か
つ
非
効
率

の
き
わ
み
の
よ
う
な
発
明
で
あ
る
」

と
所
見
を
述
べ
て
い
る
。

　

回
転
式
稲
扱
機
実
用

化
の
端
緒
と
さ
れ
る
の

は
、
福
永
章
一
の
考
案

で
あ
る
。
明
治
四
三
年
、

山
口
県
の
福
永
章
一
に

よ
っ
て
実
用
に
適
し
た

足
踏
み
式
回
転
脱
穀
機

が
考
案
さ
れ
、
千
歯
扱

と
比
べ
る
と
作
業
能
率

は
格
段
に
良
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
農
具
製
造
業

者
は
、
こ
ぞ
っ
て
脱
穀

機
製
造
に
参
入
し
、
足

踏
み
式
回
転
脱
穀
機
は
大
正
期
の

農
機
具
開
発
製
造
の
花
形
と
な
っ

た
。

　

松
山
記
念
館
に
収
蔵
す
る
帝
国

発
明
協
会
発
行
の
月
刊
誌
『
発
明
』

掲
載
の
大
正
四
年
分
の
特
許
・
実

用
新
案
取
得
一
覧
を
み
る
と
、
脱

穀
機
に
関
す
る
も
の
は
九
一
件
に

お
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

犂
の
許
可
数
が
二
〇
件
で
あ
っ
た

か
ら
、
農
機
具
製
造
者
の
脱
穀
機

開
発
に
対
す
る
情
熱
が
ど
れ
ほ
ど

だ
っ
た
か
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

当
時
、
犂
製
造
業
者
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
松
山

原
造
も
大
正
四
年
三
月
に
「
穀
扱

器
」
の
名
称
で
実
用
新
案
登
録
の

認
可
を
受
け
て
い
る
。
原
造
の
考

案
し
た
「
穀
扱
器
」
は
、
鉾
状
に

先
の
尖
っ
た
反
り
身
の〝
扱
子
〞（
扱

き
歯
の
こ
と
）
を
装
着
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

大
正
七
年
、
愛
知
県
農
業
試
験

場
の
水
野
夏
一
は
稲
束
を
自
動
的

に
脱
穀
部
に
送
り
込
む
自
動
脱
穀

機
を
試
作
し
た
。

　

大
正
九
年
に
は
岡
山
県
の
和
田

又
吉
が
、
足
踏
み
脱
穀
機
に
石
油

発
動
機
を
連
動
さ
せ
動
力
機
と
し

た
。
こ
の
足
踏
み
脱
穀
機
と
石
油

発
動
機
の
連
動
は
、
農
家
が
機
械

化
へ
移
行
し
て
い
く
第
一
歩
と
な

る
の
で
あ
る
。

　

大
正
期
は
稲
扱
の
道
具
が
、
千

歯
扱
か
ら
足
踏
み
式
脱
穀
機
そ
し

て
動
力
脱
穀
機
へ
と
急
速
な
発
展

を
遂
げ
た
。
作
業
効
率
に
お
い
て

も
格
段
の
向
上
が
あ
っ
た
。
昭
和

二
三
年
『
農
機
具
の
手
引
き
』（
二

瓶
貞
一
著
）
か
ら
作
業
効
率
の
比

較
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

千
歯
脱
穀
機

 

〇
・
三
〜
〇
・
四
反

人
力
脱
穀
機

　

一
人
用 

一
・
〇
〜
一・五
反

　

二
人
用 

二
〜
三
反

動
力
脱
穀
機

　

扱
幅
一・五
尺 

三
反

　

扱
幅
二
尺 

四
〜
五
反

　

扱
幅
二・五
尺 

六
〜
七
反

自
動
脱
穀
機

 

一
〇
〜
一
五
反

足
踏
み
式
脱
穀
機
の
全
盛
期

　

回
転
式
脱
穀
機
の
考
案
は
、
東

京
の
宮
本
孝
之
助
が
特
許
第
五
号

を
取
得
し
た
「
稲
麦
扱
機
械
」
が

最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
、

足
踏
み
に
よ
る
動
力
を
使
い
な
が

ら
穂
束
を
自
動
装
填
す
る
装
置
と

三
列
の
セ
ン
バ
を
装
備
す
る
回
転

軸
を
備
え
て
い
た
。
明
治
一
八

年
七
月
一
日
の
「
専
売
特
許
条

例
」
が
施
行
さ
れ
た
当
日
に
出
願

し
、
八
月
一
四
日
に
特
許
を
取
得

し
て
い
る
。

　

明
治
期
の
稲
麦
扱
機
の
出
願
は
、

従
来
の
千
歯
扱
の
形
態
を
と
る
も

の
が
主
流
で
は
あ
っ
た
が
、
足
踏

有
馬
末
吉
の
「
滑
車
式
稲
扱
器
械
」

出
典　

文
献
注
１

松
山
原
造
の
「
穀
扱
器
」

宮
本
孝
之
助
の
「
稲
麦
扱
機
械
」

出
典　

文
献
注
１
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み
・
手
回
し
に
よ
る
回
転
を
使
っ

て
自
動
機
械
を
志
向
し
た
装
填
・

脱
穀
装
置
の
考
案
も
競
わ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
実
用
化
に
は
遠

い
装
置
で
あ
っ
た
。

　

明
治
四
四
年
三
月
に
山
口
県

の
福
永
章
一
が
特
許
を
取
得
し

た
「
福
永
式
稲
扱
機
」
は
、
従
来

の
稲
穂
を
扱
く
と
い
う
「
梳
く
し
け
ずる

脱

穀
」
か
ら
「
弾
発
脱
穀
」
と
い
う
、

稲
穂
に
つ
い
て
い
る
籾
を
は
じ
き

飛
ば
す
脱
粒
へ
転
換
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
構
造
が
簡
素
で
あ
っ

た
た
め
故
障
が
生
じ
に
く
く
、
軽

快
な
作
業
に
適
し
た
形
態
で
あ
っ

た
。

　

福
永
章
一
は
、
体
温
計
の
製
造

会
社
に
勤
め
る
傍
ら
足
踏
み
式
脱

穀
機
を
考
案
し
た
。
そ
の
後
、
製

造
販
売
を
始
め
た
が
資
金
に
窮
し
、

大
正
二
年
に
山
口
県
を
除
く
地
で

の
製
作
販
売
の
権
利
を
東
京
の
西

谷
繁
雄
に
譲
渡
し
、
西
谷
は
こ
れ

に
改
良
を
加
え
、
西
谷
式
と
し
て

販
売
し
た
。

　

明
治
四
十
五
年
に
は
、
東
京
の

岩
田
継
清
が
大
正
式
稲
扱
機
を
考

案
し
て
い
る
。
岩
田
継
清
は
、
以

後
精
力
的
に
稲
扱
機
の
開
発
を
な

し
、
大
正
四
年
だ
け
を
み
て
も

実
用
新
案
の
取
得
は
六
件
に
お
よ

ぶ
。

　

神
奈
川
の
細
王
舎
は
、
大
正
二

年
に
ミ
ノ
ル
式
人
脱
を
発
表
。
同

じ
年
開
催
さ
れ
た
大
正
博
覧
会
に

は
、
大
正
式
・
西
谷
式
の
足
踏

回
転
式
稲
扱
機
な
ど
が
出
品
さ
れ

た
。

　

大
正
三
年
に
は
、
佐
藤
忠
次
郎

が
回
転
式
稲
扱
機
を
考
案
し
、
島

根
県
八
束
郡
出
雲
郷
に
佐
藤
商
会

（
現
三
菱
農
機
）を
創
立
し
て
い
る
。

ま
た
、
吉
田
富
治
は
「
吉
徳
商
会
」

（
後
の
吉
徳
農
具
製
作
所
）
を
新

潟
県
新
津
町
に
創
業
し
手
廻
脱
穀

機
の
生
産
販
売
を
始
め
て
い
る
。

　

大
正
四
年
、
細
王
舎
は
足
踏
み

式
回
転
脱
穀
機
の
規
格
大
量
生
産

体
制
を
整
え
、
こ
れ
に
よ
り
ミ
ノ

ル
式
は
全
国
普
及
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　

大
正
八
年
に
な
る
と
、
高
知
県

農
業
試
験
場
で
足
踏
稲
扱
機
の
全

国
競
技
会
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に

な
る
。

　

大
正
十
年
に
は
、
農
林
省
は

西
ヶ
原
農
業
試
験
場
で
発
動
機
の

第
一
回
比
較
試
験
を
行
っ
て
い
る
。

試
験
を
実
施
し
た
の
は
外
国
製
が

一
五
機
、
国
産
が
一
四
機
で
あ
っ

た
。
こ
の
年
、
山
岡
孫
吉
は
農
業

用
横
型
石
油
発
動
機
を
完
成
さ
せ
、

ヤ
ン
マ
ー
動
力
籾
摺
機
の
販
売
を

始
め
て
い
る
。

動
力
脱
穀
機
へ
の
移
行

　

大
正
一
一
年
に
は
、
共
栄
社
が

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
人
力
脱
穀
機
の
製

造
を
開
始
し
て
い
る
。

　

大
正
十
二
年
三
月
、
大
日
本

農
会
は
農
商
務
省
の
委
託
に
よ

る
動
力
脱
穀
機
の
懸
賞
募
集
の
結

果
を
発
表
し
、
一
等
に
岸
本
米

太
（
大
阪
府
）
の
大
農
試
自
動

脱
穀
機
、
二
等
に
藤
瀬
平
治
（
旭

川
）
の
藤
瀬
式
動
力
用
軽
便
脱
穀

機
、
三
等
に
動
力
掛
脱
穀
機
（
愛

知
、
尾
上
隆
治
）
が
受
賞
し
て
い

る
。
こ
の
年
、
脱
穀
機
を
精
力
的

に
開
発
製
造
し
て
き
た
岩
田
継
清

は
、
脱
穀
機
の
生
産
を
中
止
し
て

脱
ふ

機
を
専
門
と
す
る
転
換
を
図

る
。
ま
た
、
高
知
県
農
業
試
験
場

で
は
動
力
脱
穀
機
の
実
演
会
が
開

か
れ
る
な
ど
足
踏
み
か
ら
動
力
へ

と
全
国
的
に
移
行
し
て
い
く
傾
向

が
高
ま
っ
て
き
た
。
ま
た
、
翌
年

に
は
大
日
本
農
会
の
動
力
籾
摺
機

懸
賞
募
集
の
成
績
が
発
表
さ
れ
、

脱
穀
機
は
も
と
よ
り
籾
摺
機
に
お

い
て
も
人
力
か
ら
動
力
へ
と
業
界

が
移
行
し
て
い
っ
た
。

長
野
県
で
の
普
及

　

長
野
県
内
務
部
が
大
正
一
五
年

三
月
に
作
成
し
た
『
長
野
県　

農

務
彙
報
第
一
七
号　

改
良
農
具
ニ

関
ス
ル
調
査
』
に
は
、
長
野
県
に

お
け
る
脱
穀
機
・
改
良
犂
・
製
縄

機
の
普
及
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

製
品
名
ご
と
に
県
内
の
普
及
数
が

調
べ
ら
れ
、
ま
た
郡
市
別
に
製
品

名
の
普
及
数
の
統
計
も
と
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
回
転
稲
扱
機

は
大
正
一
四
年
末
に
は
一
四
九
種

四
万
五
八
一
台
が
長
野
県
内
に
普

及
し
て
い
た
。

　

長
野
県
内
で
使
わ
れ
て
い
た

回
転
稲
扱
機
の
機
種
別
統
計
を
見

て
み
よ
う
。
長
野
県
内
に
一
番

普
及
し
て
い
た
の
は
、
ミ
ノ
ル

式
（
細
王
舎　

神
奈
川
県
）
の

一
万
九
三
二
台
で
あ
る
。
普
及
総

数
か
ら
み
る
と
、
二
六・
九
％
に

あ
た
る
。
次
い
で
臥
雲
式
（
が
う

ん
し
き　

臥
雲
商
会　

長
野
県
）

が
三
，六
八
九
台
で
九・
一
％
。
高

山
式
が
三
，一
九
八
台
で
七・
九
％

で
あ
る
。
次
い
で
、
津
田
式
が
一
，

八
五
八
台
、
信
用
式
が
一
，三
七
二

台
、丸
茂
式
が
一
，〇
九
八
台
、シ
ー

福
永
章
一
の
「
福
永
式
稲
扱
機
」

出
典　

文
献
注
１

細
王
舎
の
「
ミ
ノ
ル
親
玉
号
」

松
山
記
念
館
蔵

称浮
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ト
式
（
農
益
社　

東
京
）
が
一
，

〇
九
二
台
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
式
（
共

栄
社　

愛
知
県
）が
一
，〇
六
五
台
、

新
津
式
（
吉
徳
農
具
製
作
所　

新

潟
県
）
が
九
三
三
台
で
あ
る
。

　

県
内
に
普
及
数
の
多
い
ミ
ノ
ル

式
は
、
箕
輪
亥
作
が
経
営
す
る
細

王
舎
（
神
奈
川
県
橘
樹
郡
生
田
村
）

が
製
造
販
売
し
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
ミ
ノ
ル
親
玉
号
と
い
う
機
種

は
、
堅
牢
で
安
定
し
た
作
業
が
で

き
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
帝
国
発
明

協
会
か
ら
有
功
賞
を
受
け
る
な
ど

多
数
の
受
賞
を
し
て
い
る
。
ミ
ノ

ル
式
稲
扱
機
は
、「
一
家
、
一
台
、

子
孫
の
宝
」
と
謳
わ
れ
、
全
国
に

普
及
し
た
。

　

臥
雲
式
稲
扱
機
は
、
臥
雲
紫
朗

（
が
う
ん
し
ろ
う
）
の
経
営
す
る

臥
雲
商
会
が
製
造
販
売
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

臥
雲
式
稲
扱
機
に
続
く
、
高
山

式
・
津
田
式
・
信
用
式
・
丸
茂
式

に
つ
い
て
は
、
製
造
者
の
詳
細
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

松
山
記
念
館
に
収
蔵
す
る
『
農
機

具
年
鑑
』
や
農
機
業
界
の
刊
行
物

や
公
的
機
関
の
発
行
す
る
農
機
具

統
計
に
も
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
こ

な
い
農
機
具
商
で
あ
る
。
優
良
農

具
展
覧
会
へ
の
積
極
的
な
出
品
も

せ
ず
、
広
告
宣
伝
活
動
に
あ
ま
り

力
を
入
れ
な
か
っ
た
長
野
県
内
も

し
く
は
近
県
の
農
機
具
商
が
製
造

し
、
人
を
介
し
て
販
売
し
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

臥
雲
式
稲
扱
機

　

臥
雲
紫
朗
は
、
明
治
初
期
に
綿

を
糸
に
紡
ぐ
装
置
「
ガ
ラ
紡
織
機
」

を
発
明
し
、
そ
の
功
に
よ
り
明
治

一
五
年
に
日
本
で
初
め
て
藍
綬
褒

章
を
受
章
し
た
臥
雲
辰
致
（
が
う

ん
た
っ
ち
）
の
四
男
で
あ
る
。
臥

雲
辰
致
の
発
明
し
た
「
ガ
ラ
紡
織

機
」
は
、
明
治
期
の
綿
織
物
業
者

に
盛
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
綿
紡

績
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
は
大
き

く
、
愛
知
県
三
河
地
方
に
は
臥
雲

辰
致
の
頌
徳
碑
も
建
立
さ
れ
て
い

る
。

　

紫
朗
が
一
三
歳
の
時
（
明
治

三
三
年
）
に
辰
致
が
亡
く
な
り
、

大
正
三
年
の
二
七
歳
の
時
に
紫
朗

は
稲
扱
機
を
考
案
し
実
用
新
案
を

取
得
し
て
い
る
。
そ
れ
に
前
後
し
、

松
本
市
新
伊
勢
町
で
臥
雲
商
会
を

起
こ
し
農
機
具
商
を
営
む
よ
う
に

な
る
。
現
当
主
で
あ
る
臥
雲
毅
安

氏
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
鉄

製
の
部
品
は
外
注
し
な
が
ら
、
最

盛
期
に
は
一
〇
人
ほ
ど
の
工
員
を

雇
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
養
蚕

の
盛
ん
だ
っ
た
埼
玉
県
熊
谷
市
に

臥
雲
商
会
熊
谷
工
場
を
も
ち
臥
雲

式
桑
刻
機
の
製
造
に
も
力
を
入
れ

た
。
松
本
駅
前
の
好
立
地
に
工
場

を
持
っ
て
い
た
臥
雲
商
会
は
、
昭

和
五
〇
年
頃
都
市
計
画
事
業
に
際

し
農
機
具
商
を
廃
業
し
て
い
る
。

　

臥
雲
式
稲
扱
機
は
、
県
下
農
会

の
指
定
機
と
な
り
長
野
県
内
に
多

数
普
及
し
た
。
臥
雲
辰
致
の
資

料
を
展
示
す
る
堀
金
村
歴
史
民
俗

資
料
館
に
は
、「
臥
雲
式
稲
扱
機
」

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
鉄
製
の
外

枠
を
持
ち
、
た
い
へ
ん
重
厚
に
で

き
て
い
る
。
重
量
が
あ
る
の
で
、

安
定
し
た
作
業
が
で
き
た
利
点
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
れ
だ
け
県
内
に
普
及
で
き
得

た
理
由
は
他
に
も
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
県
農
会
指
定
機
と

な
っ
て
い
た
裏
付
け
資
料
を
探
し

た
か
っ
た
が
行
き
あ
た
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
稲
扱
機
の
価
格

も
安
価
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
大
正
一
五
年
の
他
の
価

格
を
み
る
と
、
ミ
ノ
ル
式
は
、
三

〇
円
。
シ
ー
ト
式
は
三
八
円
。
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
式
は
二
〇
円
。
新
津

式
は
四
〇
円
で
あ
る
。
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
式
は
昭
和
九
年
の
『
日
本
農

機
商
大
鑑
』の
広
告
ペ
ー
ジ
に「
驚

異
的
廉
価
」
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
掲
げ
て
い
る
。

　

公
的
機
関
・
関
係
団
体
に
す
で

に
残
存
し
て
い
な
い
明
治
・
大
正

期
の
『
長
野
県
農
会
報
』
に
た
ど

り
着
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
長
野

県
の
状
況
に
つ
い
て
も
う
少
し
探

求
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
学
芸
員　

田
中
壽
子
）

【
参
考
文
献
】

明
治
四
五
年　
「
模
範
農
具
通
覧
」

大
日
本
農
具
協
会

大
正
二
年　
「
日
本
農
具
図
説
」
帝

国
農
会　

大
正
四
年　

雑
誌
「
発
明
」
一
月

号
〜
一
二
月
号　

帝
国
発
明
協
会

大
正
一
五
年　
「
改
良
農
具
ニ
関

ス
ル
調
査
」　

長
野
県

大
正
一
三
年
・
大
正
一
五
年
・
昭

和
二
年
・
昭
和
四
年　
「
優
良
農

用
器
具
機
械
ニ
関
ス
ル
調
査
」　

長
野
県

大
正
一
五
年　
「
農
具
の
知
識
」
井

崎
富
太
郎
著　

米
本
書
店　

昭
和
六
年　
「
昭
和
七
年
版　

日

本
農
業
年
鑑
」（
財
）
富
民
協
会

昭
和
七
年　
「
昭
和
八
年
版　

日

本
農
業
年
鑑
」（
財
）
富
民
協
会

昭
和
九
年　
「
日
本
農
機
商
大
鑑
」

農
機
新
報
社

昭
和
二
七
年　
「
正
し
い
農
機
具

の
選
び
方
」
二
瓶
貞
一
監
修　

毎

日
新
聞
社

昭
和
三
〇
年　
「
特
許
制
度
七
十

年
史
」
特
許
庁

平
成
八
年　

近
藤
雅
樹
〈
足
踏
み

式
回
転
脱
穀
機
の
発
明
│
特
許
資

料
か
ら
み
た
成
立
前
史
│
〉　
「
国

立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
二
一

巻
一
号
」（
※
文
献
注
１
）

平
成
一
〇
年
「
防
府
市
史　

通
史

Ⅲ　

近
代
・
現
代
編
」
防
府
市

「
臥
雲
式
稲
扱
機
」

堀
金
村
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
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平
成
十
五
年
九
月
二
十
日
、
松

山
記
念
館
主
催
、
丸
子
町
、
同
教

育
委
員
会
後
援
で
、
松
山
㈱
三
階

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
第
十
二
回
目
の

文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
㈳
全
国
学
校
栄
養
士

協
議
会
副
会
長
・
真
田
町
立
真
田

中
学
校　

学
校
栄
養
士
市
場
祥
子

氏
で
「
今
、
な
ぜ
食
育
か
？
（
子

ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
に
果
た

す
役
割
）」
を
演
題
と
し
て
講
演

さ
れ
ま
し
た（
聴
講
者
九
十
四
人
）。

　

講
演
会
に
先
立
ち
主
催
者
代
表

と
し
て
、
専
務
理
事
松
山
信
久
が
、

今
回
講
演
会
の
ご
後
援
を
頂
い
た

丸
子
町
、
丸
子
町
教
育
委
員
会
を

代
表
し
て
ご
出
席
頂
い
た
堀
内
憲

明
町
長
様
と
、
本
日
の
講
師
市
場

祥
子
氏
に
お
礼
を
述
べ
ら
れ
、
最

後
ま
で
ご
静
聴
を
お
願
い
し
ま
す

と
理
事
長
に
代
わ
り
開
会
の
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
後
援
者
代
表
と
し
て

堀
内
丸
子
町
長
か
ら
本
日
の
講
師

市
場
先
生
は
、
以
前
丸
子
町
の
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
と
し
て

務
め
て
い
た
だ
き
、
丸
子
町
の
地
域

そ
し
て
子
ど
も
達
の
実
状
を
つ
ぶ
さ

に
把
握
を
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
体
験
を
ふ
ま
え
て
素
晴
ら
し
い
お

話
を
伺
え
る
も
の
と
期
待
さ
れ
、
さ

ら
に
本
日
の
文
化
講
演
会
が
生
涯

学
習
の一
環
と
し
て
の
位
置
付
け
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
挨
拶
を

さ
れ
た
後
、
講
演
会
に
入
った
。

　

講
師
は
今
や
国
が
、
政
策
の
中

に
「
食
」
に
関
す
る
問
題
を
取
り

上
げ
る
く
ら
い
に
世
の
中
が
た
い

へ
ん
な
時
代
を
迎
え
て
し
ま
っ
て

い
る
実
状
を
実
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
入
り
、
例
え
ば
、

○
食
品
の
安
全
性
の
問
題
で
は

　

・ 

今
は
海
外
と
の
交
流
が
多
方

面
に
亘
っ
て
お
り
、
輸
入
さ

れ
て
く
る
食
物
も
と
て
も
多

く
一
つ
一
つ
の
検
疫
の
問
題

　

・ 

中
国
か
ら
の
輸
入
野
菜
の
殺

虫
剤
の
問
題

　

・ 

国
内
に
お
い
て
も
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ

の
問
題
、

　
　

日
本
ハム
や
雪
印
の
偽
造
問
題

等
キ
リ
が
な
い
ほ
ど
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
状
況
を
説
明
さ
れ
た
。

１
．
健
康
で
生
き
る
と
い
う
こ
と

２
． 

子
ど
も
達
の
健
康
と
食
事
の

実
態

３
．
期
待
さ
れ
る
学
校
給
食

４
．
学
校
給
食
の
ね
ら
い
と
歴
史

　

※
学
校
給
食
法
の
目
標

　
　
「
生
涯
の
健
康
づ
く
り
」

　

※
食
べ
な
が
ら
学
ぶ
給
食

　
　
「
献
立
は
食
の
教
科
書
」

　

※
学
校
給
食
の
お
も
な
歴
史

　
　

最
初
、
戦
後
、
現
在

５
．
具
体
的
な
実
施
内
容

　

食
生
活
指
針
を
ふ
ま
え
る

◎ 

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
「
健

康
づ
く
り
の
三
つ
の
テ
ー
マ
」

　

①
お
い
し
く
て
安
全
な
食
事
作
り

　

②
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実

　

③ 

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
（
食

育
）

６
． 
こ
れ
か
ら
の
学
校
給
食
の
あ

り
方
と
地
場
産
物
の
活
用

　
（
ふ
る
さ
と
の
食
を
子
ど
も
達
に
）

　

最
後
に
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成

長
を
願
って
、
相
田
み
つ
お
先
生
の
詩

　
「
花
を
さ
さ
え
る
枝
、

　

枝
を
さ
さ
え
る
幹
、

　

幹
を
さ
さ
え
る
根
、

　

根
っ
こ
は
み
え
ね
え
ん
だ
な
あ
」

を
あ
げ
、食
事
作
り
と
い
う
の
は
こ
の

「
根
っこ
」作
り
だ
と
強
い
思
い
を
言

わ
れ
て
講
演
を
終
っ
た
。

　

平
成
十
六
年
二
月
六
日
（
金
）

協
同
サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
於
い

て
理
事
会
、
評
議
員
会
が
開
催
さ

れ
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
（
会
計
監
査
報
告
）
と

平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
同
予
算
（
案
）
と
休
館
日
変
更

（
案
）
に
つい
て
審
議
さ
れ
、
出
席
者

全
員
の
承
認
を
得
て
終
了
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
入
社
の
松
山
株

第
十
四
回
理
事
会
・
第
十
五
回

評
議
員
会
開
催

式
会
社
新
入
社
員
が
四
月
一
日

（
木
）
に
記
念
館
を
訪
れ
、
創
業

以
来
の
歴
史
を
研
修
し
た
。

総
数 

七
一
七
名

（
内
訳
）

　

県
外
（
含
外
国
） 

七
一・八
％

　

東
信 

一
一・三
％

　

北
信 

九・六
％

　

中
信 

三・八
％

　

南
信 

三・五
％

　

こ
ゝ
数
年
に
お
け
る
見
学
者
の

状
況
変
化
（
月
曜
日
の
見
学
増
加
）

に
よ
り
休
館
日
の
変
更
を
去
る
二

月
六
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
の

承
認
を
得
て
決
定
し
た
。

・
内
容　

毎
週
月
曜
日
↓
日
曜
日

・
実
施　

 

平
成
十
六
年
二
月
十
五

日
（
日
）
よ
り

日
時
・
平
成
十
六
年
十
月
十
六
日

講
師
・
ド
ー
マ
ー
株
式
会
社

　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　

塚
原
菊
一
氏

演
題
「
発
芽
玄
米
の
開
発
秘
話
」

　
　
　
（
地
産
地
消
を
含
め
て
）

第
十
二
回　

文
化
講
演
会
開
催

新
入
社
員
の
研
修
見
学

平
成
十
五
年
度
当
館
見
学
者

休
館
日
の
変
更

第
十
三
回
文
化
講
演
会
決
定


